
まちのうごき

人　口

　男

　女

世帯数

6，319人（一5）

3，049人（一2）

3，270人（一3）

1，758戸（一3）

62年2月1日現在人口

　　〔　）は対前月比

立 志 式

62

3

　”これからの社会を担う人問とゾて、高い理想と、

くじけない心を持ち、自分の進むべき道を求めますひ、

　更郷中学校では、立春に当る2月4已、2年生全

員の立志式を行いました。

　この豆志式は、／4歳を人生の節目として、自分の

立場を自覚し、常に志を立て、貢任ある行動をと、

笛年行われているものです。当日は、校長先生から

一人ひとりに「自覚」「豆志」「健康」の書かれた

’豆志の証、、が手渡されたあと、全員で読みあげ、

決意を新たにしていました。
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“つ、
つ町報と

糊
蕪
織
舞
篶

基
本
的
な
生
活
習
慣
を

　
新
入
学
を
約
一
ヶ
月
後
に
控
え
て

入
学
の
心
得
な
ど
に
つ
い
て
、
旛

瀬
小
学
校
の
一
年
生
を
担
当
し
て
い

る
、
吉
村
保
子
先
生
に
伺
い
ま
し
た
。吉村保子先生

　
希
望
と
期
待
に
満
ち
て
、
指
折
り

か
ぞ
え
て
待
ち
わ
び
て
い
る
お
子
さ

ん
の
ご
入
学
、
心
か
ら
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
わ
が
f
が
、
　
一
年
生
に
な
る
と
い

う
再
び
は
、
ひ
と
し
お
だ
と
思
い
ま

す
。　

保
育
園
や
、
幼
稚
園
入
園
と
は
、

ま
た
違
っ
た
喜
び
と
、
不
安
が
お
あ

り
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
う
ち
の
子
は
、
勉
強
が
、
み
ん
な

　
に
つ
い
て
い
け
る
カ
し
ら
」

と
、
い
っ
た
心
配
し
た
声
も
、
ち
ら

ほ
ら
聞
き
ま
す
「
．

　
学
校
は
、
子
ど
も
に
合
わ
せ
て
順

々
に
教
育
す
る
の
で
す
か
ら
、
特
別

の
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。

　
学
習
も
、
大
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
よ
り
も
、
ま
ず
、
基
本
的
な
生

活
習
慣
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
て
お

い
て
い
た
だ
け
れ
ば
す
ぐ
な
じ
め
ま

す
。　

こ
の
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
な
い

と
、
学
校
生
活
・
学
習
面
で
思
わ
ぬ

壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
入
学
ま
で
に
、
次
の
習
慣
を
ぜ
ひ

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
次
の
習
慣
に
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
、

心
配
な
と
こ
ろ
は
、
今
日
か
ら
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

□
朝
、
起
こ
さ
れ
た
ら
、
さ
っ
と

　
起
き
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

□
　
歯
を
み
が
き
、
顔
を
洗
う
習
慣

　
が
つ
い
て
い
ま
す
か
。

□
　
朝
、
ト
イ
レ
（
排
便
）
に
い
く

　
習
慣
が
つ
い
て
い
ま
す
か
。

□
　
ひ
と
り
で
、
下
着
や
洋
服
が
着

　
ら
れ
ま
す
か
。

□
　
す
き
き
ら
い
な
く
、
何
で
も
食

　
べ
ら
れ
ま
す
か
。

□
　
二
十
分
く
ら
い
で
、
食
事
が
で

　
き
ま
す
か
。

□
　
手
洗
い
、
う
が
い
の
習
慣
が
つ

　
い
て
い
ま
す
か
。

ロ
　
ハ
ン
カ
チ
、
脱
い
だ
も
の
を
た

　
た
め
ま
す
か
。

□
　
夜
遅
く
ま
で
テ
レ
ビ
を
見
な
い

　
で
、
早
寝
の
習
慣
が
つ
い
て
い
ま

　
す
か
。

□
　
落
ち
つ
い
て
人
の
話
が
聞
け
ま

　
す
か
。

□
　
友
だ
ち
と
、
な
か
よ
く
あ
そ
べ

　
ま
す
か
。

　
最
後
に
、
入
学
を
前
に
希
望
に
も

え
て
い
る
お
子
さ
ん
に
、
言
っ
て
は

い
け
な
い
こ
と
ば
を
あ
げ
て
み
ま
す
。

O
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
と
先
生

　
に
、
い
い
つ
け
ま
す
よ
。

O
あ
ん
た
は
、
何
を
し
て
も
お
そ
い

　
の
ね
。

O
お
兄
さ
ん
は
、
あ
ん
た
よ
り
も
つ

　
と
じ
ょ
う
ず
に
で
き
た
よ
。

O
△
△
ち
ゃ
ん
に
負
け
ち
ゃ
だ
め
よ
。

O
う
る
さ
い
わ
ね
。
い
ま
、
お
か
あ

　
さ
ん
は
い
そ
が
し
い
の
よ
。

“
も
う
す
ぐ

　　

@　

@一

�
ｶ
”

　
町
教
育
委
員
会
が
、
昭
和
六
十
二

年
二
月
一
日
現
在
で
調
査
し
た
昭
和

六
十
二
年
度
新
入
学
予
定
児
（
昭
和

五
十
五
年
四
月
二
日
～
昭
和
五
十
六

年
四
月
一
日
生
）
は
次
の
と
お
り
で

す
。　

な
お
、
新
入
学
予
定
児
で
名
前
が

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
幼
児
に
つ
い
て

は
、
直
接
教
育
委
員
会
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

〔
東
郷
小
学
校
〕

小
野
田
区
1
1
橋
口
優
子
（
美
一
）

生
瀬
裕
美
（
太
）
山
本
薫
（
宏
）
松

本
美
子
（
哲
夫
）
坐
高
有
里
（
郁
朗
）

那
須
誠
（
茂
樹
）
高
森
桂
子
（
牧
夫
）

福
良
晃
宏
（
信
一
）
谷
口
文
華
（
洋

一）

ﾟ
須
弘
志
（
善
勇
）
黒
木
大
祐

（
え
い
子
）
後
藤
健
一
（
敏
行
）

矢
野
陽
一
（
利
光
）
橋
口
昭
太
郎
（

徳
夫
）
藤
本
奈
保
（
透
）

鶴
野
内
区
1
1
福
谷
龍
三
（
集
）
渦
尾

秀
勝
（
弥
生
）
吉
野
美
香
（
逸
雄
）

三
原
直
子
（
正
二
）
寺
原
弓
恵
（
政

美
）
山
川
日
（
良
一
）
古
川
道
広
（

諭
）
小
川
拓
真
（
勝
正
）

迫
野
内
区
一
前
田
成
人
（
春
夫
）

鶴
田
わ
か
な
（
太
美
）
佐
藤
秀
吉
（

幸
栄
）
佐
藤
三
恵
（
美
広
）
池
田
恵

（
初
男
）

八
重
原
区
1
1
山
口
茜
（
実
）

田
野
区
1
1
高
原
文
子
（
常
光
）
又
見

義
輝
（
茂
喜
）

羽
坂
区
1
1
佐
藤
仁
代
（
図
南
雄
）

中
田
春
美
（
広
美
）
寺
原
賢
作
（
卓

三
）
今
田
恵
美
（
耕
作
）
甲
斐
智
洋

　
（
憲
一
）
那
須
美
喜
子
（
春
喜
）

仲
深
区
1
1
黒
木
優
樹
（
孝
夫
）

〔
福
瀬
小
学
校
）

直
野
由
紀
美
（
健
】
）
田
中
利
治
（

要
吉
）
直
野
ひ
ろ
み
（
広
義
）
矢
野

和
也
（
博
）
直
野
友
美
（
一
美
）

高
橋
一
翼
（
一
男
）
川
越
愛
美
（
和

憲
）
岩
本
恵
子
（
久
夫
）
谷
口
祐
樹

（
美
代
治
）
岩
田
香
織
（
広
信
）
岩

本
澄
子
（
和
夫
）

〔
坪
谷
小
学
校
〕

仲
深
区
1
1
前
川
二
六
（
浩
規
）
三
浦

ミ
ユ
キ
（
誠
）
水
野
歩
（
幸
治
）
中

谷
小
百
合
（
睦
美
）
中
谷
真
人
（
敏
）

坪
谷
区
1
1
下
田
好
文
（
光
年
）
岩
下

宏
（
富
男
）
寺
原
直
輝
（
勝
V
寺
原

芙
紀
子
（
正
）
狭
間
み
き
（
英
子
）

矢
野
長
志
（
國
明
）
後
藤
智
幸
（
忠

男
）
矢
野
友
紀
（
哲
朗
）
山
口
傑
（

澄
）

〔
意
表
小
学
校
）

佐
藤
彩
（
欣
一
）
海
野
亜
由
美

司
）
菊
池
誠
（
和
夫
）

（
保

〔
寺
迫
小
学
校
〕

黒
木
隆
博
（
喜
長
）
小
形
祐
輔
（
祐

司
）
橋
口
裕
美
（
孝
夫
）
橋
口
小
百

合
（
啓
二
）
渡
辺
佳
介
（
光
志
）
植

野
宏
美
（
繁
）
川
野
秀
博
（
博
文
）

中
竹
雄
介
（
雄
一
）
黒
木
一
精
（
博

文
）
高
瀬
ま
ゆ
み
（
久
臣
）
黒
木
智

晴
（
昧
憲
）

〔
田
の
原
分
校
〕

安
藤
あ
や
（
孝
夫
〕

つ、
つ町報と的昭和62年3月号

握
猛

嚥i

児
童
手
当
制
度
の
あ
ら
ま
し

一、

剴
ｶ
手
当
と
は

　
家
庭
生
活
の
安
定
と
次
代
を
担
う

児
童
の
健
全
育
成
及
び
資
質
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
第
二

子
か
ら
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い

ま
す
。

二
、
児
童
手
当
の
受
給
資
格
と
支
給

　
　
額

イ
、
受
給
資
格
者
（
昭
和
六
十
二
年

　
四
月
一
日
か
ら
昭
和
六
十
三
年
三

　
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
）

　
昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日
以
後

（
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
現
在
で

満
四
歳
未
満
）
に
生
ま
れ
た
児
童
を

含
む
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
二
人
以

ヒ
養
育
し
て
い
る
こ
と
。

＼
奴
・
．

の
ひ
　
　
　
サ

客
げ

ノ”＼

r
ρ．ンノ

　
　
　
セ

壕
　
又
は
昭
和
五
十
三
年
四
月
二
日
以

後
（
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
現
在

で
満
九
歳
未
満
）
に
生
ま
れ
た
児
童

を
含
む
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人

以
上
養
育
し
て
い
る
こ
と
。

　
な
お
、
自
分
の
お
子
さ
ん
で
な
く

て
も
、
そ
の
子
を
監
護
し
、
　
一
定
の

生
計
関
係
が
あ
れ
ば
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
な
お
収
入
が

　
】
定
の
額
以
上
の
方
は
児
童
手
当
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
）

ロ
、
支
給
額

　
児
童
手
当
の
額
は
二
人
目
の
子
ど

　
も
に
つ
い
て
は
、
月
額
二
、
五
〇
〇

　
円
、
三
人
目
以
降
の
子
ど
も
に
つ

　
い
て
は
、
一
人
に
つ
き
月
額
五
、
○

　
○
○
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

三
、
請
求
の
方
法

　
　
　
　
　
イ
、
受
給
資
格
条
件
に

・
　
　
　
　
　
該
当
す
る
方
で
ま
だ

　
　
　
　
　
　
児
童
手
当
の
支
給
を

　
　
．
　
　
　
受
け
て
い
な
い
方
は
、

　
　
ロ
マ
も

　
　
　
．
，
・
　
　
早
目
に
役
場
住
民
課

福
祉
係
で
申
請
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

ロ
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
に
新

　
し
く
対
象
と
な
る
方
は
三
月
三
十

　
一
日
ま
で
に
手
続
き
を
す
ま
せ
て

　
く
だ
さ
い
。

　
児
童
手
当
制
度
の
詳
し
い
こ
と
に

つ
い
て
は
役
場
住
民
課
福
祉
係
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

土
地
取
引
の
前
に

　　

@　

@
届
出
を

　
日
本
の
国
土
は
、
生
活
と
生
産
を

通
ず
る
活
動
の
基
盤
と
し
て
私
達
が

祖
先
か
ら
受
け
つ
ぎ
、
後
代
に
伝
え

て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な

資
源
で
す
。
昭
和
四
十
七
・
四
十
八

年
頃
に
問
題
に
な
っ
た
よ
う
に
、
土

地
の
買
占
め
や
地
価
の
暴
騰
で
、
国

土
利
用
を
混
乱
に
お
と
し
入
れ
る
と

い
っ
た
よ
う
な
事
態
は
、
二
度
と
お

こ
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
国
土
利
用
計
画
法
は
、
こ
の
た
め

に
制
定
さ
れ
た
法
律
で
す
。

　
こ
の
法
律
は
、
土
地
の
投
棄
的
取

引
や
地
価
の
高
騰
を
抑
制
し
、
乱
開

発
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
土
地
取
引

に
つ
い
て
届
出
制
を
設
け
て
い
ま
す
。

一
定
面
積
以
上
の
土
地
の
取
引
を
し

よ
う
◆
と
す
る
と
き
は
、
こ
の
法
律
に

よ
り
、
あ
ち
か
じ
め
知
事
に
届
け
出

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
届
出
の
必
要
な

　
　
　
　
土
地
取
引

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
に
つ
い
て

売
買
な
ど
の
取
引
を
す
る
場
合
は
事

前
に
届
出
が
必
要
で
す
。

o
一
定
面
積
以
上

　
本
町
の
場
合
は
、

　
　
　
一
〇
、
○
○
○
耐
以
上

O
売
買
な
ど
の
取
引

　
売
買
・
共
有
持
分
の
譲
渡
・
営
業

譲
渡
・
譲
渡
担
保
・
代
物
弁
済
・
交

換
・
地
上
権
、
賃
借
権
の
設
定
、
譲

渡
・
予
約
完
結
権
、
買
戻
権
等
の
譲

渡
な
ど

　
　
届
出
か
ら
契
約
ま
で

　
契
約
を
し
ょ
う
と
す
る
と
き
は
、

取
引
の
当
事
者
（
売
買
で
あ
れ
ば
売

主
と
買
主
）
は
、
取
引
の
予
定
価
格

や
利
用
目
的
を
書
い
た
知
事
あ
て
の

届
出
書
を
、
契
約
を
結
ぶ
六
週
間
前

ま
で
に
土
地
の
所
在
す
る
市
町
村
役

場
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
届
出
を
受
け
た
知
事
は
、
取
引
価

格
と
利
用
目
的
を
審
査
し
、
不
適
正

と
認
め
た
場
合
は
、
取
引
の
中
止
又

は
変
更
を
勧
告
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
場
合
は
、
届
出
日

か
ら
六
週
間
以
内
に
勧
告
し
な
い
旨

文
書
で
通
知
し
ま
す
。
こ
の
通
知
を

受
け
取
れ
ば
契
約
が
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
届
出
は
当
事
者
が
連
名
で
行
い
ま

す
。
届
出
用
紙
は
市
町
村
に
準
備
し

て
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
役
場
企
画
財
政
課
へ
。

　ア
イ
デ
ア
を
募
集

　
今
、
県
内
各
地
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
“
ま
ち
づ
く

り
’
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
．
、

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
東
郷
町
で
は
、

町
の
玄
関
口
に
あ
た
る
切
通
し
（
日

向
市
と
の
境
）
の
空
地
約
二
百
．
平
方

メ
ー
ト
ル
（
三
六
〇
坪
）
に
、
町
の

宣
伝
、
ま
た
は
、
イ
メ
ー
ジ
に
合
う

よ
う
な
施
設
を
と
考
え
て
お
り
、
そ

の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ど
し
ど

し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
提
出
先
　
東
郷
町
役
場

　
　
　
　
　
企
画
財
政
課
企
画
係

ノ
群　

建設予定地
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青年響く1祭

　
第
九
回
青
年
・
婦
人
祭
が
、
二
月

一
日
町
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
約
四
百
五
〇
名
が
参
加
し

て
、
午
前
中
は
九
時
三
C
分
か
ら
の

開
会
行
事
に
続
き
、
青
年
・
婦
人
に

よ
る
意
見
発
表
、
ま
た
、
新
ひ
む
か

づ
く
り
運
動
県
民
会
議
の
事
務
局
長

青
井
正
彰
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
、

約
一
時
間
三
〇
分
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
午
後
か
ら
は
、
歌
あ
り
、
踊

り
あ
り
の
芸
能
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　

意
見
発
表
で
は
、
婦
人
会
か
ら
、

小
形
丸
美
さ
ん
（
寺
迫
）
、
福
畑
ヶ

イ
子
さ
ん
（
八
重
原
V
、
黒
木
富
子

さ
ん
（
羽
坂
）
が
そ
れ
ぞ
れ
、
「
痴

呆
性
老
人
を
か
か
え
て
」
「
家
庭
の

健
康
づ
く
り
」
「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
見
る
組
織
活
動
の
重
要
性
」
と
題

し
て
体
験
を
も
と
に
発
表
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　
青
年
か
ら
は
、
　
田
原
修
子
さ
ん

（
田
野
）
が
国
内
研
修
、
高
尾
浩
二
さ

ん
（
福
助
）
が
海
外
研
修
を
通
し
て

の
体
験
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
「
県
内
の
地
域
づ
く

り
の
実
態
」
と
題
し
て
、
市
町
村
の

物
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
事
例
を

掲
げ
な
が
ら
、
新
ひ
む
か
づ
く
り
運

動
を
皆
ん
な
で
取
り
組
も
う
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
本
町
で
も
、
昨
年
七
月
に
町
内
の

生
産
者
か
ら
な
る
「
東
郷
縮
む
ら
お

こ
し
推
進
協
議
会
」
を
発
足
さ
せ
、

東
郷
町
の
特
性
を
生
か
し
た
“
も
の

づ
く
り
”
“
ま
ち
づ
く
り
”
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
講
演
を
契
機
に
、

更
に
「
新
ひ
む
か
づ
く
り
運
動
」
の

輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

←新ひむかづくり

　牧水ロードレース大会

　「新ひむかづくり牧水ロードレース大
会」が、1月25日午前9時から牧水公園

を中心に開催され、ファミリージョギング
や2．000メートルなど11種目に249人が参

加し健脚を競いました。騨バき．・窃，　ぎで

。燕罫

お年玉つき年賀

　　　一等宣に藤栄εん⇒
　昭和62年のお年玉つき年賀はがきの一等賞に、迫野内の

藤栄猛さんが当せんするという幸運が舞いこみました。差
出し人は、やはり町内の方でしたが、春から縁起がいいと、

ニコニコ顔で賞品のビデオを受け取っていました。

　また、山陰郵便局では、一等賞にはステレオの当たる、
さくらめ～るというくじ付き葉書が発売中で、入学や卒業

のお祝いにいかがですかと話しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　毛’

新春懇談会釦

　1月13日、町主催による新春懇談会が開催

されました。

　当日は、商工会、森林組合など各種団体

の代表が参加して活発な意見が出されまし

た．

つ、
つ町報と5｝昭和62年3月号
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舞
一
口

成
人
を
迎
え
た
今

　
　
　
　
　
新
有
権
者
意
見
発
表
か
ら

　
昭
和
六
十
二
年
の
新
有
権
者
意
見
発
表
県
大
会
の
代
表
を

決
め
る
、
東
臼
杵
大
会
が
一
月
一
一
〇
日
日
向
市
で
開
催
さ
れ
、

本
町
代
表
の
関
ロ
治
喜
さ
ん
（
迫
野
内
）
が
一
一
位
に
入
賞
し

県
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
意
見
発
表
を
紹
介
し

ま
す
。

惑

κ
ゲ

　
、

奄

新
有
権
者
に
な
っ
て

　
　
　
考
え
る
こ
と

関
　
ロ
　
治
　
喜

　
「
新
有
権
者
に
な
っ
て
考
え
る
こ

と
」
と
、
私
は
簡
単
に
か
か
げ
ま
し

た
が
、
こ
の
題
に
つ
い
て
、
社
会
人

と
し
て
経
験
の
浅
い
私
で
す
が
、
自

分
な
り
に
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
み
ま

し
た
、

　
一
月
四
日
、
私
は
東
郷
町
で
成
人

式
を
終
え
て
き
ま
し
た
、
．
心
あ
ら
た

に
、
新
し
い
背
広
を
買
い
、
め
っ
た

に
し
た
こ
と
の
な
い
ネ
ク
タ
イ
を
し

て
。
背
広
に
腕
を
通
し
た
時
の
気
分

は
最
高
、
何
か
充
実
し
た
も
の
が
あ

り
ま
し
た
．
．

　
そ
し
て
、
よ
ろ
こ
び
の
心
の
中
に

も
、
こ
れ
で
い
っ
ぱ
し
の
成
人
、
大

人
の
仲
間
入
り
か
と
思
う
う
れ
し
い

よ
う
な
思
い
と
、
は
ず
か
し
い
よ
う

な
思
い
、
そ
れ
で
い
て
心
配
が
い
っ

ぱ
い
あ
る
よ
う
な
不
安
な
思
い
と
、

三
つ
の
思
い
が
入
り
混
り
、
こ
の
気

持
は
あ
の
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校

の
入
学
式
、
職
場
で
の
入
社
式
と
何

度
か
味
わ
っ
た
こ
と
の
あ
る
新
鮮
な

期
待
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
た
気
持

ち
と
ど
こ
か
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
の
思
い
と
同
時
に
現
実
に
も
ど

り
、
充
実
し
た
よ
ろ
こ
び
の
中
で
、

今
ま
で
の
自
分
を
深
く
見
つ
め
な
お

し
て
み
よ
う
と
考
え
ま
し
た
．
、

　
ふ
り
か
え
り
ま
す
と
、
仕
事
の
こ

と
と
か
、
自
分
の
将
来
の
こ
と
と
か
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
浮
か
び
、
反
省

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
沢
山
あ
り
ま
す
。

な
か
で
も
私
の
テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す

肝
心
の
「
有
権
者
に
な
っ
て
考
え
る

こ
と
」
に
関
し
て
は
、
有
権
者
と
か

選
挙
等
に
つ
い
て
ほ
ん
と
う
に
無
関

心
で
し
た
。
選
挙
が
あ
る
時
等
に
理

解
し
て
い
る
こ
と
と
い
っ
た
ら
、
立

候
補
者
の
名
前
、
党
名
な
ど
を
少
し

知
っ
て
い
る
程
度
で
し
た
。

　
職
場
の
会
話
の
中
で
「
誰
が
い
い
」

と
か
「
あ
の
人
は
何
党
だ
か
ら
い
け

な
い
」
な
ど
と
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、

そ
ん
な
時
自
分
が
思
う
こ
と
は
「
全

然
関
係
な
い
か
ら
」
「
誰
が
当
選
し

て
も
い
い
」
　
「
誰
が
当
選
し
た
か
ら

と
い
っ
て
日
本
が
変
わ
る
わ
け
で
も

な
い
」
と
い
っ
た
具
合
で
し
た
。

　
成
人
を
迎
え
た
今
、
今
ま
で
に
な

か
っ
た
選
挙
権
に
つ
い
て
真
剣
に
考

え
て
見
る
と
、
自
分
の
一
票
が
ど
れ

だ
け
ひ
び
く
か
、
そ
の
大
切
さ
が
テ

レ
ビ
、
新
聞
な
ど
を
見
て
よ
く
わ
か

り
ま
す
。
今
ま
で
の
自
分
で
は
い
け

な
い
と
痛
感
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
反
省
を
生
か
す
た
め
に

ま
ず
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば

よ
い
か
考
え
ま
し
た
。
今
ま
で
無
関

心
だ
っ
た
も
の
が
急
に
と
り
つ
こ
う

と
す
る
の
で
す
か
ら
い
ろ
い
ろ
難
か

し
い
ど
思
い
ま
す
が
、
考
え
た
こ
と

を
整
理
し
て
み
ま
し
た
。

　
］
つ
目
は
、
選
挙
に
無
関
心
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
今
、
世
の
中

で
政
治
や
経
済
な
ど
に
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
お
こ
っ
て
い
る
の
か
無
関

心
だ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
に
も
無
関
心
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
も
あ
り
ま
す
．
そ
こ
で
今
、
政

治
、
経
済
等
が
ど
の
よ
う
な
動
き
に

あ
る
か
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
に
ほ

ん
の
ち
ょ
っ
と
で
も
目
を
通
し
、
耳

を
傾
け
る
よ
う
毎
日
を
心
が
け
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
身
近

か
な
所
で
ど
ん
な
こ
と
が
起
き
て
い

る
か
、
起
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
気

づ
く
こ
と
も
大
事
で
す
。

　
自
分
の
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
に
気

づ
け
ば
、
そ
の
こ
と
が
社
会
の
動
き

と
結
び
つ
き
、
ニ
ュ
ー
ス
等
理
解
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
行
く
と
思
い
ま

す
。　

ま
ず
、
有
権
者
に
な
っ
て
や
ら
な

く
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
だ

と
思
い
ま
す
．
．

　
次
に
二
つ
目
は
、
選
挙
の
投
票
に

む
か
う
時
は
、
い
つ
、
ど
ん
な
状
態

で
あ
っ
て
も
、
選
挙
権
を
与
え
ら
れ

初
め
て
投
票
し
た
時
の
気
持
ち
を
忘

れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
．
．
成
人
を

迎
え
て
思
う
新
鮮
な
気
持
ち
に
つ
い

て
は
前
に
述
べ
た
通
り
で
す
。
新
鮮

な
気
持
ち
「
初
心
穿
る
べ
か
ら
ず
．
、
」

を
常
に
心
に
お
き
、
選
挙
に
の
ぞ
み

た
い
と
考
え
ま
す
。
何
度
も
投
票
し

選
挙
に
参
加
す
る
度
に
慣
れ
て
し
ま

い
「
ど
・
つ
弥
」
も
い
い
。
」
と
田
心
つ
た

り
、
投
票
に
行
か
な
か
っ
た
り
で
は
、

成
人
し
選
挙
権
を
も
ら
っ
た
意
味
が

な
い
と
思
い
ま
す
．
．
「
初
心
を
忘
れ
な

い
」
、
今
の
こ
の
気
持
ち
を
い
つ
ま

で
も
持
ち
つ
づ
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

持
ち
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
常
に
意

義
あ
る
正
し
い
選
挙
権
の
行
使
が
で

き
る
の
だ
と
考
え
ま
す
．
．

　
以
上
、
こ
の
二
つ
の
こ
と
を
い
つ

も
心
に
留
め
、
今
、
有
権
者
と
な
っ

た
自
分
の
目
標
と
し
て
、
少
し
ず
つ

で
も
い
い
か
ら
ね
ば
り
強
く
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
．
．

　
最
後
に
、
成
人
と
な
り
、
大
人
の

仲
間
と
し
て
自
分
の
行
動
に
責
任
を

も
ち
、
誰
か
ら
も
素
晴
ら
し
い
成
人

者
、
素
晴
ら
し
い
有
権
者
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
毎
日
を
努
力
し
て
ゆ
き
た

い
と
思
い
ま
す
、
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西
郷
村
文
化
祭
が
優
れ
た
文
化
祭

で
あ
る
事
を
聞
い
て
い
た
の
で
、
寺

原
郁
夫
君
と
二
人
で
西
郷
村
文
化
祭

当
日
見
学
1
1
一
出
か
け
た
の
で
す
、
　
一

昨
年
は
南
郷
村
文
化
祭
も
見
学
い
た

し
ま
し
た
一

　
西
郷
村
文
化
祭
運
営
の
概
要

臼
、
文
化
祭
は
村
の
重
要
な
行
政
事

　
項
と
し
て
執
行
し
て
い
る
。

口
、
文
化
祭
企
画
運
営
は
総
務
課
長

　
か
総
指
揮
を
と
る
、

の
、
役
場
、
教
育
委
員
会
は
所
管
事

　
項
全
般
に
つ
き
、
行
政
内
容
の
展

　
示
を
な
す
、

叫
、
村
民
作
品
は
全
て
公
民
館
単
位

　
に
取
り
ま
と
め
て
搬
入
し
、
役
場

　
当
局
の
指
示
に
従
っ
て
陳
列
す
。

㈹
、
表
彰
は
公
民
館
単
位
に
出
品
員

　
数
と
入
賞
貝
数
に
よ
り
公
民
館
表

　
彰
と
す
る
。
個
人
表
彰
な
し
。

　
当
日
は
権
現
さ
ん
の
祭
日
で
も
あ

り
、
田
代
の
町
は
賑
や
か
で
し
た
。

　
文
化
祭
会
場
は
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
セ

ン
タ
ー
隣
り
の
研
修
セ
ン
タ
ー
内
に

陳
列
さ
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
セ
ン
タ

ー
は
広
く
、
東
郷
町
中
央
公
民
館
の

一
倍
半
の
広
さ
が
あ
り
、
場
内
一
杯

に
陳
列
さ
れ
て
あ
り
ま
し
た
．
そ
の

陳
列
品
の
多
い
こ
と
に
先
ず
驚
き
ま

し
た
。
農
産
物
を
は
じ
め
、
農
産
加

工
品
の
種
類
と
数
の
多
い
こ
と
、
木

工
品
、
竹
製
品
、
布
製
品
、
か
ず
ら

製
品
、
藁
細
工
等
、
各
公
民
館
が
競

争
し
て
出
品
し
て
い
る
。
数
も
多
い

が
そ
の
作
品
が
優
れ
て
い
る
こ
と
に

驚
い
た
．
．
数
だ
け
多
く
て
も
駄
目
、

入
賞
数
が
多
く
な
い
と
公
民
館
表
彰

に
な
ら
な
い
と
言
う
の
で
、
自
然
と

質
の
向
ヒ
を
は
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
作
品
が
多
く
陳
列
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
特
に
薬
草
の
出

品
が
目
を
引
き
ま
し
た
．
．

　
私
達
が
見
学
し
た
日
は
第
一
日
目

で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
見

学
人
が
相
当
に
多
か
っ
た
。
私
は
会

場
の
要
所
要
所
に
立
っ
て
い
る
、
腕

章
を
つ
け
た
役
場
の
職
員
に
質
問
し

た
の
で
す
が
、
と
て
も
親
切
に
全
て

に
亙
っ
て
知
っ
て
い
る
の
に
驚
き
ま

し
た
。
役
場
の
職
員
が
打
っ
て
一
丸

と
な
っ
て
文
化
祭
に
取
組
ん
で
い
る

こ
と
が
よ
く
分
り
ま
し
た
。

　
廊
下
に
出
て
見
る
と
、
西
郷
村
学

校
給
食
室
が
あ
り
、
給
食
を
【
杯
御

馳
走
に
あ
ず
か
っ
て
お
い
し
か
っ
た
。

庭
に
出
て
見
る
と
、
南
郷
村
水
清
谷

婦
人
部
販
売
店
が
あ
り
、
柚
子
味
噌

を
一
箇
買
っ
た
。
水
清
谷
婦
人
部
は

東
郷
町
の
文
化
祭
に
も
来
て
い
た
様

で
し
た
．
．

　
私
は
後
で
林
田
村
長
さ
ん
と
対
談

し
た
の
で
す
が
、
村
長
さ
ん
の
話
の

中
に
、
、
六
ヶ
年
続
け
て
や
っ
て
い

ま
す
が
、
も
う
堂
に
入
り
ま
し
た
し

と
の
こ
と
で
し
た
．
．
村
づ
く
り
、
一

品
づ
く
り
の
基
礎
が
出
来
つ
・
あ
る

こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
て
、

東
郷
町
文
化
祭
の
あ
り
方
を
、
と
く

と
考
え
て
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

思
い
ま
し
た
。

　
新
ひ
む
か
づ
く
り
運
動

　
　
　
　
　
東
郷
町
民
会
議
・

　
　
　
　
　
会
長
都
甲
鶴
男

発轟総盤面
　　　　　　　　奪　、！’
晟繍，諾託風

三
人
の

　
　
　
叔
父

塩
月
儀
市

　
後
に
は
と
う
と
う
彼
は
こ
の
村
に

も
落
ち
つ
い
て
居
ら
れ
ず
、
六
十
近

い
身
で
台
湾
に
渡
っ
た
。
初
め
甘
酒

屋
を
や
り
、
そ
れ
で
当
っ
た
の
で
濁

酒
を
作
り
始
め
、
そ
れ
も
成
功
し
か

け
た
の
で
あ
っ
た
相
だ
が
、
そ
の
頃

か
ら
脳
が
わ
る
く
な
っ
て
私
の
村
に

帰
っ
て
来
た
時
は
も
う
普
通
の
人
で

は
無
か
っ
た
．
、

　
そ
れ
か
ら
も
数
年
間
を
廃
人
同
様

で
暮
し
て
、
遂
に
狂
死
し
た
。
私
は

こ
の
人
に
接
し
た
の
が
丁
度
も
の
こ

こ
ろ
の
つ
く
こ
ろ
で
あ
っ
た
故
か
、

少
な
か
ら
ず
こ
の
人
の
感
化
を
受
け

た
様
で
あ
る
、
叔
父
も
非
常
に
私
に

ニ
　
か
て
み

希
望
を
か
け
て
、
早
く
偉
く
な
れ
偉

く
な
れ
と
言
っ
て
い
た
が
、
偉
く
は

と
に
か
く
、
こ
の
老
人
と
盃
を
や
り

も
せ
ず
し
て
別
れ
て
し
ま
っ
た
事
が

残
念
で
な
ら
な
い
。
こ
の
人
の
息
子

に
信
さ
ん
と
い
う
人
が
い
た
．
、
小
さ

い
時
か
ら
親
と
は
染
上
で
、
台
湾
に

呼
び
寄
せ
ら
れ
た
頃
大
喧
嘩
を
し
て

其
後
殆
ん
ど
行
方
不
明
、
音
信
不
通

と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
．
、
私
は
こ

の
人
か
ら
「
幼
年
雑
誌
」
「
、
小
国
民
」

な
ど
と
い
う
雑
誌
と
い
う
物
の
あ
る

事
を
始
め
て
教
わ
っ
て
、
そ
れ
か
ら

そ
れ
に
噛
り
つ
い
て
読
む
事
を
知
っ

た
の
で
あ
っ
た
．
、

　
い
ま
】
人
の
叔
父
は
村
の
寺
の
住

職
で
あ
っ
た
．
．
母
の
妹
が
其
処
に
縁

づ
い
て
い
た
。
矢
張
り
血
縁
の
叔
父

で
は
無
か
っ
た
。
こ
の
人
は
毒
に
も

な
ら
ず
薬
に
も
な
ら
ぬ
好
人
物
一
方

優
し
い
一
こ
口
人
で
あ
っ
た
が
、
た

い
へ
ん
読
物
の
好
き
な
人
で
、
新
し

い
も
の
を
見
附
け
て
は
必
ず
先
づ
私

の
家
へ
持
っ
て
来
て
母
へ
読
ん
で
聞

か
せ
て
い
た
、

　
い
ま
思
へ
ば
膝
栗
毛
や
弓
張
月
で

あ
っ
た
が
、
挿
絵
の
多
い
小
型
の
綴

本
を
手
に
持
っ
て
、
焚
火
の
囲
炉
裡

に
、
前
に
云
っ
た
煙
台
の
松
明
を
さ

し
く
べ
／
＼
こ
の
頭
の
円
い
声
の
い

い
叔
父
が
母
や
姉
を
相
手
に
し
て
夜

深
く
ま
で
読
み
入
っ
て
い
た
光
景
は

い
ま
思
い
出
し
て
も
な
つ
か
し
い
．
．

私
が
生
れ
て
初
め
て
小
説
と
い
う
も

の
を
読
ん
だ
の
は
い
つ
も
こ
の
叔
父

の
持
っ
て
来
る
絵
入
郵
便
報
知
新
聞

に
載
っ
て
い
た
村
井
弦
斉
一
「
朝
日

桜
」
と
い
う
の
で
あ
っ
た
．
．
振
仮
名

を
拾
っ
て
駒
雄
静
子
（
？
）
の
恋
物

語
に
胸
を
踊
ら
せ
て
読
み
耽
っ
た
の

が
最
初
で
あ
っ
た
．
．
こ
の
叔
父
も
既

う
夙
う
に
世
を
去
っ
た
．
、

　
い
ま
一
人
叔
父
が
あ
っ
た
。
父
の

す
ぐ
の
弟
で
、
隣
村
の
山
陰
村
で
同

じ
く
医
者
を
し
て
い
た
．
．
最
も
近
い

血
族
な
の
に
こ
の
叔
父
の
印
象
は
幼

い
頃
の
私
に
は
余
り
無
い
。
無
い
と

い
う
よ
り
母
を
信
じ
切
っ
て
い
た
私

に
は
母
と
仲
悪
の
こ
の
叔
父
が
甚
し

く
善
く
見
え
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
．
、

嚢

（
つ
．
・
〈
〉

霧
　
　
’
、
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⑮
六
鵬
癌

東
郷
病
院
長

　
　
山
　
本

宏

　
大
腸
は
、
消
化
管
悪
性
腫
瘍
（
癌
）

の
中
で
も
胃
と
と
も
に
よ
く
癌
が
発

生
す
る
場
所
で
す
．
大
腸
の
中
で
は
、

直
腸
1
ー
ト
約
丑
C
％
、
そ
の
次
に
S
状

結
腸
に
多
く
発
生
し
ま
す
．
　
（
図
参

照
）　

男
性
の
方
が
女
陸
よ
り
少
し
多
い

頻
度
で
癌
が
発
生
し
、
五
〇
～
七
C

歳
に
好
発
す
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
、

癌
の
臨
床
像
は
個
人
差
が
多
く
一
概

に
は
云
え
ま
せ
ん
が
、
発
生
部
位
、

癌
の
大
き
さ
、
お
よ
び
潰
瘍
他
、
感

染
、
閉
塞
な
ど
の
合
併
症
を
伴
う
こ

と
で
多
種
多
様
の
症
状
が
現
わ
れ
ま

す
一大腸の構造

下
行
結
腸

喬結言

S状結腸

鵬
　
直
腸
冊

上
行
結
腸

　
も
っ
と
も
よ
く
み
ら
れ
る
症
状
は

腹
痛
、
下
痢
ま
た
は
便
秘
、
体
重
減

少
、
血
便
な
ど
で
す
．
腫
瘤
（
癌
腫
）

が
あ
る
程
度
大
き
く
な
る
と
し
こ
り

を
触
れ
た
り
、
潰
瘍
化
す
る
と
貧
血

が
前
面
に
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
．
、

前
記
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
か
ら
と

い
っ
て
必
ず
癌
が
存
在
す
る
と
は
云

い
き
れ
ま
せ
ん
が
疑
っ
て
み
る
必
要

は
あ
り
ま
す
一
．

　
ど
の
部
位
の
診
断
に
も
X
線
検
査

（
バ
リ
ウ
ム
注
腸
法
が
主
で
す
」
は

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
検
査
法
で

す
。　

そ
の
他
に
内
視
鏡
検
査
を
行
い
、

生
検
（
組
織
片
を
採
取
す
る
こ
と
．
一
）

に
よ
っ
て
診
断
は
確
定
さ
れ
ま
す
、

そ
の
他
に
も
血
液
検
査
を
行
い
、
さ

ら
に
詳
細
に
調
べ
ま
す
。

　
大
腸
癌
の
治
療
は
外
科
的
切
除
が

第
一
に
行
わ
れ
ま
す
。
化
学
療
法
（

抗
癌
剤
に
よ
る
治
療
）
が
そ
れ
に
加

え
ら
れ
ま
す
。
結
腸
癌
の
五
年
生
存

率
は
約
七
〇
％
。
直
腸
癌
の
場
合
は

約
六
〇
％
と
胃
癌
に
比
べ
て
良
好
で

あ
る
と
い
う
成
績
が
で
て
い
ま
す
、
．

　
い
ず
れ
に
せ
よ
が
ん
こ
な
便
秘
や

血
便
が
い
つ
ま
で
も
続
く
様
な
症
状

を
持
つ
人
は
自
己
診
断
せ
ず
に
早
目

に
病
院
を
訪
れ
て
検
査
を
受
け
た
方

が
良
い
と
思
い
ま
す
．
痔
だ
と
自
己

診
断
し
手
遅
れ
に
な
っ
た
人
も
い
ま

す
．
、　

主
病
巣
は
、
外
科
的
に
切
除
し
え

て
も
、
肝
臓
な
ど
に
既
に
転
移
し
て

い
る
場
合
は
治
癒
切
除
と
は
な
ら
な

い
為
、
あ
っ
と
い
う
間
に
黄
口
が
出

て
、
肝
不
全
に
陥
り
亡
く
な
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

　
癌
は
、
以
前
は
絶
対
に
治
ら
な
い

も
の
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

外
科
治
療
の
進
歩
と
と
も
に
日
々
に

完
全
治
癒
す
る
ケ
ー
ス
も
出
て
来
て

い
ま
す
、
そ
れ
ら
は
殆
ど
が
早
期
に

発
見
さ
れ
、
早
期
に
適
切
な
治
療
が

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
胃
癌
集
団
検
診
の
様
な
シ
ス
テ
ム

は
未
だ
無
い
に
せ
よ
、
将
来
は
そ
う

い
っ
た
拾
い
あ
げ
検
査
で
早
期
大
腸

癌
が
ど
ん
ど
ん
発
見
さ
れ
る
日
も
近

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
癌
も
将
来
は
か
っ
て
の
結
核
の
よ

う
に
過
去
の
病
気
と
い
わ
れ
る
時
代

が
必
ず
や
っ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
、
一

義
体
制
を
暴
力
に
よ
っ
て
転
覆
し
よ

う
と
、
過
激
な
闘
争
を
行
っ
て
い
る

集
団
で
す
。
こ
の
集
団
は
、
五
流
二

二
派
の
ほ
か
、
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
グ
ル

ー
ア
や
全
共
闘
、
黒
ヘ
ル
集
団
か
ら

な
っ
て
お
り
、
そ
の
総
結
集
勢
力
は

全
国
で
約
三
万
五
千
人
で
す
，
そ
し

て
、
都
市
ば
か
り
で
な
く
、
全
国
各

地
に
散
在
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
問
題
の
時
限
式
発
射

装
置
を
使
い
、
爆
発
物
、
火
炎
物
等

を
発
射
し
て
「
ゲ
リ
ラ
」
事
件
を
引

き
起
こ
し
て
い
る
セ
ク
ト
は
、

　
O
中
核
派
　
O
戦
旗
・
荒
派

　
o
革
労
協
狭
間
派

の
三
セ
ク
ト
で
す
。

　
極
左
暴
力
集
団
が
こ
う
し
た
「
テ

ロ
」
、
　
「
ゲ
リ
ラ
」
に
走
る
の
は
、

現
在
の
日
本
が
、
「
戦
争
か
革
命
か
、

生
か
死
か
を
問
う
と
こ
ろ
に
来
て
い

る
」
と
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ

う
な
現
状
認
識
を
下
に
、
　
「
テ
ロ
・

ゲ
リ
ラ
」
に
よ
っ
て
革
命
が
達
成
で

すき
旧る

、
と
盲
信
し
て
い
る
か
ら
で

春
の
全
国
火
災

　
　
　
　
予
防
運
動

　
　
2
月
2
8
日
～
3
月
1
3
日

派
出
所
だ
よ
り

極
左
暴
力
集
団
を

　
　
　
知
っ
て
い
ま
す
か

　
近
年
、
極
左
暴
力
集
団
は
、
　
「
ゲ

リ
ラ
」
事
件
を
多
発
さ
せ
、
ま
す
ま

す
凶
悪
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

「
飛
び
道
具
」
を
使
っ
た
「
ゲ
リ
ラ
」

事
件
で
は
、
東
京
サ
ミ
ッ
ト
歓
迎
式

典
を
狙
っ
て
、
飛
距
離
が
約
三
・
五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
手
製
迫
撃

砲
と
も
い
う
べ
き
砲
弾
を
発
射
す
る

な
ど
、
そ
の
反
社
会
性
を
む
き
出
し

ま
し
た
、
．
こ
の
よ
う
な
国
民
に
対
す

る
無
差
別
殺
人
に
つ
な
が
り
か
ね
な

い
凶
悪
な
武
器
を
使
用
す
る
に
至
っ

た
集
団
の
一
部
の
者
が
、
私
達
の
町

に
潜
伏
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の

で
す
．
．

　
極
左
暴
力
集
団
は
、
共
産
主
義
革

命
を
目
指
し
て
、
我
が
国
の
民
主
主

　
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
に
は
、
た

く
さ
ん
の
「
火
災
の
種
」
が
あ
り
ま

す
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
火

災
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
、
次
の
「
火

の
用
心
、
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
守

り
、
火
災
予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
．
．

〈
火
の
用
心
、
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〉

①
　
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨

　
て
は
し
な
い
．
、

②
　
子
供
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

　
で
遊
ば
せ
な
い
。

③
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を

　
し
な
し

④
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ

　
の
場
を
離
れ
な
い
．
．

⑤
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も

　
の
を
置
か
な
い
一
．

⑥
ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い

　
も
の
を
近
づ
け
な
い
、

凱
，
層
」

●
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奨
学
生
を
募
集

　
東
郷
町
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の

と
お
り
昭
和
六
十
二
年
度
の
奨
学
生

を
募
集
い
た
し
ま
す
．

▽
申
込
資
格

　
町
内
に
本
籍
を
有
す
る
者
、
ま
た

は
、
町
内
に
引
続
き
五
年
以
上
在
住

し
、
現
に
居
住
す
る
者
で
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
及
び
大
学
に
在
学
し

て
い
る
者
、
ま
た
は
、
こ
れ
ら
の
学

校
に
進
学
す
る
者
。

▽
貸
与
申
込
先
　
町
教
育
委
員
会

　
願
書
用
紙
が
、
教
育
委
員
会
事
務

局
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
新

し
く
申
込
む
人
は
願
書
に
履
歴
書
、

身
体
検
査
書
、
及
び
在
学
証
明
書
を

添
え
て
申
込
む
こ
と
。

　
継
続
申
込
み
者
は
、
高
校
に
つ
い

て
は
願
書
に
成
績
証
明
書
、
大
学
は

願
書
に
単
位
修
得
証
明
書
を
添
え
て

申
込
む
こ
と
。

▽
申
込
締
切
日
　
4
月
2
0
日

▽
貸
与
決
定

　
五
月
上
旬
ま
で
に
各
保
護
者
宛
に

通
知
し
ま
す
。

　
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
町
教
育

委
員
会
事
務
局
へ
．
、

▽
貸
与
額

　
　
（
六
十
一
年
度
貸
付
額
）

　
　
　
高
校
月
額
一
万
円

固
大
学
月
額
二
万
円

国
定
資
産

　
　
課
税
台
帳
の
縦
覧

　
税
務
課
で
は
、
次
の
と
お
り
固
定

資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
は
、
「
現
況
」
で
課

税
さ
れ
ま
す
の
で
、
縦
覧
の
う
え
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
縦
覧
期
間

　
　
3
月
1
日
～
3
月
2
0
日
ま
で

▽
縦
覧
場
所

　
　
役
場
税
務
課

　
※
縦
覧
は
無
料
で
す
が
、
本
人
に

　
限
り
ま
す
。
他
人
名
儀
の
縦
覧
は

　
委
任
状
が
必
要
で
す
。

⑪
囲
暑
a
掴
圏

　
心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
な
ど
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
地
区
の
相
談
委
貝
（
民

生
委
員
）
に
よ
る
地
区
相
談
も
、
毎

週
火
曜
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
貝
宅

で
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
3
月
1
7
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

行
政
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
県
や
町
の

仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
当
日
以
外
は

自
宅
で
受
付
け
て
い
ま
す
．
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
．
．▽

日
時
　
3
月
1
7
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

　
　
行
政
相
談
委
員

　
　
　
東
郷
町
仲
深
　
山
口
俊

消
費
生
活
相
談

　
消
費
生
活
に
関
す
る
買
物
相
談
（

表
示
の
見
方
等
）
、
苦
情
相
談
（
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
安
全
性
、
品
質
、
取

引
方
法
、
契
約
を
解
除
し
た
い
と
い

う
よ
う
な
相
談
等
）
な
ど
に
つ
い
て

く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
た
さ
し

　
な
お
、
当
日
以
外
は
そ
れ
ぞ
れ
の

自
宅
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

▽
日
時
　
3
月
1
7
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

▽
乳
児
健
康
相
談
　
3
月
1
7
日

　
　
受
付
9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

　
　
対
象
　
3
・
6
・
9
・
1
2
ケ
月
児

　
　
場
所
　
町
中
央
公
民
館

▽
母
親
学
級
　
3
月
2
7
日

　
　
受
付
　
9
時
～
1
0
時

　
　
対
象
　
妊
娠
8
～
9
ヶ
月
の
妊

　
　
　
　
婦

　
　
場
所
　
町
中
央
公
民
館

▽
一
般
健
康
相
談
　
3
月
2
8
日

　
　
受
付
　
9
時
3
0
分
～
1
0
時

　
　
場
所
　
老
人
福
祉
館

今
月
の
納
税
等

国
民
健
康
保
険
税

。善

灯葱・

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
杜
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
越
表
の
菊
谷
輝
子
さ
ん
か
ら

　
（
優
さ
ん
・
6
1
歳
ご
死
去
）

◎
小
野
田
の
那
須
眞
夫
さ
ん
か
ら

　
（
ユ
リ
さ
ん
・
8
1
歳
ご
死
去
）

◎
鶴
野
内
の
上
田
キ
ヨ
子
さ
ん
か
ら

　
（
福
士
さ
ん
・
5
7
歳
ご
死
去
）

◎
福
瀬
の
川
成
正
行
さ
ん
か
ら

　
（
ウ
メ
ノ
さ
ん
・
8
5
歳
ご
死
去
）

磯
磯
灘
療
、
　
遜
　
ド
曝
》
癒
母
魯
母
母

遽
一
　
「
…
蚕
二
郎

罎
蟻
蟻
爽
添
誕
激
藤
灘
睡
療
壁
磯
嘩

　
　
二
月
届
出
分
）

出
生
　
お
め
で
と
う

井…安 山 寺 川 山 松 赤
1

ち
本 藤 本 原 野 口 尾

や

i
正
i
拓
i
平
坦

健
太

奈
々
美

幸
代

篤1　孝
ji廉

ん
の
口

留 政 修 多 清 父
力 賀 昇 の

夫 廣 二 馴光 名

1羽1寺

堰}二三1

寺同別羽i仲！　！　，

絡竝竰ﾂ

迫
野
内

住
所

結
婚
お
幸
せ
に

住
　
所

福門
川
町

福福

死
亡
　
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

小
l
l
l 塩 一三 矢 新 寺，

川 成 月 須 田 野 名 原
氏

勇
二
…
ノ

姦
で
口
．
郎
1
リ

ユ ケ
サ
エ 勇

ユ
キ

孝
彦

名

’6185 奄W9；81 77 85
185148

年

歳1 歳…歳 歳 歳 歳 歳1歳 齢
1

田 鶴 鶴1小 迫 寺；小 住
野 野 野 野

鶴
野
1 ・野

野 内 内 田 内 内：迫 田 所


	新入学を控えて－基本的な生活習慣を　吉村保子先生

	“もうすぐ一年生”

	児童手当は二人目から

	土地取引の前に届出を

	第９回青年婦人祭

	新ひむかづくり牧水ロードレース大会

	お年玉つき年賀一等賞に藤栄さん

	新春懇談会
	成人を迎えた今－新有権者意見発表から

	春の全国火災予防運動２月２８日から３月１３日


